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◆事業所の紹介・特長 

小規模な法人ながら、各事業、多くの方のお力添え

で今があります。生活介護「こはる苑」では、『知的

な障がいのある人たちと彼らを支える人たちがとも

に楽しく働き学ぶ場』として、内職作業だけでなく、

ウォーキングやラジオ体操などの基礎運動、イベント

事でメリハリをつけています。たった一人から始まり、

利用者、ご家族のニーズに応えながら共に歩み２０年

という節目を迎えました。これからもメンバーにとっ

て何が一番大事なのかを共に考えて支援していきま

す。併設した「路地カフェ」では、自主製品や工房で

作ったお菓子などを販売しています。そしてこはる苑

メンバーにとって、安心して宿泊利用できる居場所が

短期入所「ショートステイ はるの風」です。焦らず

怠らず、一人ひとりに合った自立をほんの少しお手伝

いしています。共同生活援助「“ばなな”ホーム」で

は、飲み会や季節に応じたイベント事で、楽しい時間

を過ごしています。今まで出来なかったことが一つ一

つ出来るようにも心がけています。移動支援「ヘルプ

センター そよ風」では、本人の希望を聞き、充実し

た休日を過ごせるよう支援しています。相談支援「だ

んだん」は、サービスの利用や、それ以外にも何があ

るか、将来を一緒に考えて、生活しやすく楽しく過ご

せるように支援します。 

〈新年会食事会集合写真〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆支援員さんが大切にしていること（モットー） 

親亡き後も、自分らしい生活を送ることが出来るよ

うに、日常生活能力・自己判断力・思考力・決定力・

コミュニケーション力が向上できるよう２０年後、３

０年後の姿を見据えながら、日々支援する事を大切に

しています。一人ひとりの特性やスキルを理解し背中

を押して、成長する姿を見られた時は感無量です。ま

た、出来る事は積極的にしてもらい自立心を養います。 

「“必ず通じ合える。”メンバーと私たちに差は無い。

言葉は無くとも通じ合える。」これらを心得にしてい

ます。 

 〈大阪市育成会事業所協議会舞洲運動会玉入れシーン〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆最近の楽しかったこと 

自分で働いた給料で旅行に行くという意識を持ち、

各々一生懸命に取り組んで、毎年５月に年に一度の一泊

研修旅行を開催しています。みんな大いに盛り上がり一

番の楽しみの行事となっています。今年は城崎マリンワ

ールドと餘部鉄橋（あまるべてっきょう）、「湯村温泉 佳

泉郷・井づつや」に行ってきました。 

〈旅行宴会中シーン〉 

 

③旅行宴会中シーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本人活動支援事業として活動している大阪市育成

会太鼓サークル「なかよし応援太鼓」は２００７年５

月に発足し、大阪市手をつなぐ育成会会員の方で、太

鼓に興味がある方を募り、月に一回集まって練習をし

ています。           〈太鼓練習風景〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所さん紹介（４） 

社会福祉法人 こはる福祉会 

本人活動支援 

大阪市育成会太鼓サークル「なかよし応援太鼓」 


